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阿久根駅周辺整備計画策定業務

Ⅱ.主要課題の整理（意向調査結果の地域展開）

（食のまちについて）
-漁協と農協と商店街が連携した食文化の発信
-イベントを通じた県内外への魚文化の理解と情報発信

（健康と医療について）
-阿久根に帰ってこれる老人にやさしいまちづくり
-だれもが参加できる健康と医療活動とイベントの開催

（人づくりについて）
-婦人会や５０歳組の人材と民間サービスの活用
-協働やＮＰＯ活動の普及と活性化と人づくりの推進

古い施設をリニューア
ルして交流施設に

ウッドデッキの堤
防を活用

工場見学や買い
物を楽しむ

温泉資源の活用
石像などの歴史資源

阿久根大島は魅力が
少なく、水も電気も

通っていない。
県外団体が運営委託を
受けているがキャンプ場

は２ヶ月のみ運営

アーケード運営や店舗
運営・開発には資本が

必要

（海資源の活用について）
-フィッシャーマンズワーフ拠点づくり
-ルールをもった海資源の利用と活用連携

（歴史資源の活用について）
-地域の誇りと愛着を育成する郷土史の拠点づくり
-阿久根独自の歴史をもつ祭りや行事の再興

（交流施設の整備について）
-利用しやすいアーケードと駐車場の整備
-街なかの福祉と文化と歴史の交流施設

（動線について）
-回遊性を向上させるテーマをもった散策道の整備
-街なか巡回バスの運営

（イベントについて）
-各種イベントの連携開催とイベント申請・PRの一本化
-観光客や子供から高齢者までが交流できる場づくり

•（景観づくりについて）
-阿久根を感じる駅前整備
-観光エリアと地域交流エリアの景観と環境づくり

保健所からの販売環境
の要請と法対応

旧港からの作業
場の移転・集約

＜食＞を発信する物産
館や直売所
「海の駅」

人が集まる交流移設
・文化会館
・老人福祉センター
・郷土資料館
・駐車場（観光バス）

漁協の観光への取
り組み

・仲買組織や漁業権の調整
・漁港業務と観光の共存

密漁が多く看板
を設置

ぶえん館の営業形態
（漁協直営）の制限

・負担金が厳しい
・空き店舗の増加

・駐車場・駐輪場が少ない
・管理主体が複雑
・東西が分断

・店舗の集約
・明るいアーケードと

舗装整備

旧港と新港をつな
ぐ人道橋の設置

旧港と戸柱公園をつ
なぐ人道橋の設置

阿久根大島の渡船
場、筏・カヌー、遊覧

船乗場の設置

青果市場の活用

番所公園への回遊散
策路の整備

豊かな郷土史があるが
歴史資料館が小さくＰＲ

が弱い

阿久根大島銀座
や金毘羅大祭の
独自の歴史文化

・独居老人や老老介
護の増加

・予防検診率が低い
数値

・医療イベントの開催

地域で休め、交流を楽
しむ場の創出

・阿久根の総合情報センター
・地域児童のふれあい拠点

・歩きたくなる歩道橋
の設置
・東側からの入口と駐
輪場・駐車場の設置

・朝市・イベント開催
・案内ルートの設置

・移動屋台の運営

清潔で賑わいのある
阿久根らしい四季を

感じる駅舎

スポーツや自転車レース
場としての広場の活用

珊瑚礁やキャン
プ場のマリンレ

ジャー利用

元之島への連絡
橋の設置と観光

活用

生け簀の釣り場やエサ
やり等のイベント活用

漁協と農業が一緒に
なって＜食＞を発信す

る物産館や直売所

潮風を浴びながらの健康ウォーク
と癒しロードの整備

特産品販売と食事を
目的とした海の駅の

整備

駅から遠く、誘導と回
遊路が必要

市道と海岸跡地
の活用

医療ゾーンの形成

・遊び場がまったくなく、お
金を落とす場もない

施設の老朽化が激し
く取り壊す必要がある

釣り堀や屋台などの人
が集まる観光交流施設

の集約
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阿久根駅周辺整備計画策定業務

Ⅱ.主要課題の整理 （意向調査結果の施設展開）

・駅舎の景観改修と多機能化
・駅前広場の改修と公園化
・駐輪場、駐車場の整備
・歩道橋の整備
・特産品販売や情報センターの設置

・シンボルロードの景観改修
・イベント利用における法的窓口
の整理（駅広含む）

・交流広場の整理
・医療ロードの整備

・スポーツ広場と
自転車道の整備

・青果市場の移転

・元之島の活用

回遊路の確保

・文化センターや歴史資料館などの複合文
化交流施設
・総合物産店と大型駐車場
・アーケードの改修と商店街・駐車場の集約
・土地区画整理事業による高度土地利用

・サクラの里山景観修景と
園路・眺望整備

・歴史と健康の散策路

・フィッシャマンズワーフ観光施設
・漁港食堂・物産店
・渡船場や海の駅・大型駐車場
・マリンレジャー施設・釣り堀
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